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高歯平歯車の設計及び接触強度の数値解析法 

 

１． 概要 

 平歯車の振動・騒音を低減させるために、高歯平歯車が用いられるが、高歯歯車を設計する際には、こ

の歯車の強度を簡単にできない問題があるので、筆者は三次元有限要素法を用いて、高歯平歯車の接触

問題を解析する専用ソフトを開発した。このソフトで高歯歯車の強度を数値解析で計算できるようにな

ったので、ここで計算結果を簡単に紹介する。この研究の詳細については参考文献（１）をご参照ください。 

 

２． 高歯平歯車の定義及び設計ソフトの開発 

 図１に高歯歯車を定義するために用いたものである。図１に示すように歯末のたけは𝑘𝑚で定義されて

いる。標準歯車であれば、𝑘 = 1であり、この歯車は並歯歯車と呼ばれている。𝑘 > 1の場合には、歯末の

たけが並歯歯車より高くなったので、この歯車は高歯歯車と呼ばれている。高歯歯車を簡単に設計でき

るようにするために、筆者は図２に示すように高歯歯車の設計計算ソフトを開発した 

 
図１ 高歯歯車の定義 

 

図２ 一対の高歯外平歯車の設計計算ソフト 
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３． 高歯歯車の接触解析 

 三次元有限要素法を用いて、高歯平歯車の接触強度を解析した。ここで、解析結果のみを簡単に紹介す

るが、研究の詳細については参考文献（１）をご参照ください。 

 図３と図６に研究対象とする高歯歯車の歯がかみあっている様子を示している。図３に三対の歯が同

時にかみあっている様子、また図６に四対の歯が同時にかみあっている様子を示している。 

 図４に三対の歯が同時にかみあっている時の各歯の歯面面圧（接触応力）分布であり、図５にこの時

の各歯の歯形方向の応力分布である。 

 

図３ 3 対の歯が同時にかみあっている高歯歯車の歯の様子 

 

図４ 3 対の歯がかみあっている高歯歯車の各歯の接触応力分布 
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図５ ３対の歯がかみあっている高歯歯車の各歯の歯形に沿う表面応力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 研究対象とする深溝玉軸受の構造寸法図 

 

 

 

図６ ４対の歯が同時にかみあっている高歯歯車の歯の様子 

 

 図７に四対の歯が同時にかみあっている時の各歯の歯面面圧（接触応力）分布であり、図８にこの時

の各歯の歯形方向の応力分布である。 

 図９に高歯歯車の歯たけ係数𝑘と最大相対滑り率の関係を示している。図１０に歯車のかみあい率と

荷重分担率の関係を示している。 
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図７ ４対の歯がかみあっている高歯歯車の各歯の接触応力分布 

 

図８ ４対の歯がかみあっている高歯歯車の各歯の歯形に沿う表面応力 
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図９ 歯たけ係数と最大相対滑り率の関係 

 

 

図１０ かみあい率と荷重分担率の関係  
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